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-田
學
會
雜
誌
'

第
妈
十
七
卷
：
辦
八
璘 

.

1

良
雄
著
'

.

-

「

歴
史
上
た
し
か
に
も
っ
と
も
^
功
を
示
し
た
農
地
改
箪
淛
度
'

(

マ
ッ 

ヵ
ー
サ
ー
元
帥
の
吉E

首
相
宛
翦
筒)

」

と
い
わ
れ
る
今
次
土
地
制
度
改
革 

が
.、
資

は

「

耕
作
農
民
に
對
^

て
勞
働
の
成
果
を
享
受
さ
せ
る(

鱟
書)

」 

も
の
で
.は
な
X

、
農
業
權
造
を
內
外
獨
占
資
本
の
最
大
限
利
潤
追
求
確
保 

の
た
め
の
.藤
破
と
ん
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
.形
態
に
餺
化
3

せ
.る
と
い
う
、
 

占
領
政
治
の
經
濟
的
貨
質
に
他
な
ら
な
か
ヴ
た
こ
と
は
、
改
革
終
了
後
五 

苹
を
經
f

今
日
常
識
と
な
つ
て
■
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
改 

難
の
主
1體
、
評
傾
及
び
改
璀
後
の
農
業
權
造
、
農
業
危
機
の
理
解
に
っ
い 

て
は
、
著
る
し
い
見
解
の
相
違
乃
至
對
立
.が
あ
り
、
昨
年
春
の
農
業
經
濟
.
 

學
會
に
お
い
て
も
激
し
い
論
^

が
行
わ
れ
た
。 

一

本
#

は
、
農
地
改
革
が
地
主
的
土
地
所
有
の
根
幹
を
粉
碎
し
て
改
革
後 

•の
農
業
檇
造
を
资
本(

獨
占
赘
本)

と

農

民(
自
由
な
農
民
的
土
地
所
有 

に
越
づ
く
小
經
營)

と
の
關
：係
に
還
元
し
、
農
業
危
機
を
资
本
主
義
.の
全 

般
的
危
機
に
還
元
3

せ
.た
と
す
る
立
場
と
、
改
苯
後
は
農
業
に
お
け
る
半 

財
建
的
生
庳
關
係
.
を
殘
し
お
お
せ
.
っ
づ
、
否
殘
す
こ
：と
に
ょ
っ
て
こ
そ
そ 

の
意
圖
を
實
き
、
更
K-

國
家
權
力
の
本
蜇
は
變
貌
せ
ず
、
除
外
さ
れ
た
山 

林
を
背
骨
と
し
、.

1

町
步
保
有
地
を
足
と
し
て
地
主
制
は
殘
存
す
る
と
い 

う

立
場
の
.

一

一
大
主
流
の
間
K

立
っ
て
、
從
來
の
諸
說
の
批
判
の
上
に
股
開 

.

3
れ
た
.1' 

種
の
折
衷
的
見
解
と
考
え
ら
れ
る
。

一
町
步
地
主
論
に
集
中
的 

に
現
わ
れ
.る
そ
れ
に
本
書
©.
基
本
的
な
特
色
を
み
と
め
る
こ
と
が
出
來
ょ 

•
う

。
 

'

'

石
渡
氏
の
こ
の
見
解
に
對
し
て
大
島
淸
氏
の
批
判
ハ「

日
本
請
書
新
聞」

 

四
月
一
九
日
號)

、
そ
れ
を
ふ
く
ん
だ
山E

勝次郞氏の枇判日本赘 

本
主
義
講
座」

策
七
卷一

三
七
頁
丨
九
頁)

が
あ
る
こ
と
を
附
記
す
る
。

七
〇

(

八五
八

)

■
、

右
漉
氏
：は
ま
づ
農
地
改
革
を
ア
メ
リ
ヵ

帝
.國
主
義
の
主
導
權
，の
下
に
行 

わ
れ
た
日
本

占
領
政
策
のI

辕
と
し

て
把
握
さ
れ
る

(

四
六
、
四

九

10 

:

一一.、1

三

0
、

一
H1

七
頁)

。
本
#

を
賞
く
も
の
は「

帝
國
主
義
が
い
か
な 

.る
极
據
土
必
然
性
に
ょ
っ
て
、

..い
か
な
る
方
式
で
農
禺
を
と
ら
え
、
封
建 

性
が
い
か
な
る

形
態
と
性
格
に
編
成
替
さ
れ
、
再
生
庫
さ
れ
る
か」

と
い

.

'

ぅ
問
題
意
識
.で
，あ
っ
て
、

こ
'れ
は
す
で
に
發
表
せ
ら
れ
た
論
文
ょ
リ
本
書 

に
至
るI

.

貫
^

た
氏
の
立
脚
點
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

.

氏
は
今
日
の
帝
國
主
義
の
性
格(

一
〇
五
頁
以
下)

.と
、
.日
本
と
い
ぅ
' 

被
支
配
國
の
特
殊
的
性
格_

す̂
な
わ
ち
帝
國
主
義
支
配
の
依
據
す
ベ
き 

r

階
級
と
し
て
高
度
の
獨
占
資
本
が
存
狃
し
、
し
か
も
比
類
な
き
絕
對
主
義 

.

的
官
僚
制
度
を
も
っ
と
い
う(

1

0

ニ
、

ニ
ー 
三
I

九
、

I

四
三
頁)

——

 

を
明
ら
か
に
し
、

「

終
局
的
搾
取
者
が
帝
國
主
義
グ
ル
ー
プ」

で
あ
る
こ 

と
を
確
認
す
令
。
..そ
れ
故
帝
國
主
義
支
配
は
常
に
封
趄
的
階
級
と
の
結
合 

同
盟
を
必
要
と
す
る
と
い
ぅ
谘
友
配
の
シH

丨
マ
を
日
本
の
農
地
改
革
に 

.

キ
の
ま
ま
適
用
し
、

r

範
_
と
し
て
の
寄
生
地
主
の
存
在
を
確
認
せ
ね
ば 

お
•か

ぬ(

九
五
、

.

.九
七
頁〕

」

と
い
ぅ
立
場
か
.ら
展
開
さ
れ
る
分
析(

主
.と 

し
て
旣
述
の
第n

の
見
解)

は
敎
條
主
義
的
で
あ
る
と
し
て
し
リ
ぞ
け
ら 

、れ
る
こ
と
と
な
る
0

こ
の
ま
張
は
半
封
建
制
を
生
產
關
係
と
し
て
で
は
な
く
權
カ
支
配
を
背 

景
と
し
た
收
奪
の
樣
式
と
し
て
取
上
げ
る
考
え
方(「

封
建
制
で
は
な
く 

•
.封
雜
性」

)

の
上
に
立
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
.石
渡
氏
の
農
地
改
革
の
莲
本
權 

造
分
析
の
.鍵
が
あ
る
'
の
で
は
な
い
か
。 

,

.

.

■

氏
に
ょ
れ
ば
農
地
'改
革
は
勞
農
同
盟
に
水
を
さ
し
貧
農
を
孤
立
化
さ
せ 

土
地
を
與
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
以
上
の
農
民
を
保
守
的
に
す
る
と
同
時 

に
、
內
外
獨
占
资
本
の
最
大
限
利
潤
確
保
.
の
手
段
と
し
て
、
低
賃
金
低
米 

.

價
政
策
完
遂
の
た
め
の
食
糧
生
產
農
家
创
設
を
目
的
と
.し
て
行
わ
れ
た
。 

耕
地
に
お
け
る
貸
付
地
は
一
町
步
を
限
度
と
し
て
解
放
さ
れ「

範
_
と
し 

て
の
寄
生
地
主
は
粉
粹
$

れ

た

(

一
六
一
頁)

」

。
帝
國
主
義
は
一
町
步
保

有
地
を
絕
對
主
義
的
官
僚
制
度
に
よ
る
收
奪
の
末
端
機
構
と
し
て
の
.部
落 

•
秩
序
維
持
の
鉴
盤
と
し
て
、
山

林

(

地
主
へ
の
不
均
等
な
打
擊
と
し
て 

.解
放
よ
U

除
外
さ
れ
た)

を
軍
琪
經
濟
の
た
め
の
資
源
と
し
て
、
.又
最
大 

.

.限
利
澗
追
求
を
可
能
な
ら
し
办
る
農
民
.の
零
細
經
營
再
生
谏
上
過
剩
人
ロ 

.

.確

保

の

た

め

の.「

裝
置」

と
し
て
再
編
成
し
た
の
\
で
あ
っ
て
、
保
有
地
も 

山
林
も
、
帝
國
主
義
的
收
奪
の
た
め
の
；#
編
成
と
し
て
農
地
解
放
と
矛
盾 

な
く
統
1

的
に
把
握
-3
れ
る
、
と
い
う
こ
と
托
な
る
。

こ
こ
に
日
‘本
の
農
地
改
箪
は
㈠

內
外
獨
占
資
本
に
よ
る
最
大
限
利
澗
獲 

得
と
、
㈡

地
主
へ
の
甚
大
な
不
均
.
^
的
打

擊

(

耕
地
と
林
野〉

闫
農
民
の 

恭
命
的
阻
.止
策
と
，が
調
和
し
た
！
1
1位
一
體
と
し
て
權
造
的
に
理
解
$
る
べ 

き
と
い
う
結
論
が
ひ
§

出
さ
れ
る
の
で
あ
る(

ニ
九
四
茛)

。

す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
.に
、
：
石
渡
氏
の
見
解
は
窮
局
的
に
は
哿
生
地
主 

消
滅
論
で
あ
げ
、

一.

町
步
保
有
地
も
、
IJ
.
I林
も
、
：も
は
や
階
級
と
し
て
の 

地
主
の
物
質
的
基
盤
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
し
て
と
の
見
脱
は
日
本
資
本 

主
義
の
收
奪
の
方
式
、
初
期
.に
お
け
る
高
率
小
作
料—

低
賃
金
の
關
係 

(

高
米
價)

，か
ら
、

獨
占
資
本
が
新
た
な
方
式
と
し
て
低
米
價一

^
-

低 

賃
銀
政
策
完
遂
の
た
め
に
、
媒
介
者
と
'し
て
の
寄
生
地
主
制
の
粉
碎
し
た 

.
と
い
う
理
解
'の
上
に
立
っ
て
い
る
。
そ
-れ
を
現
段
階
に
お
け
る
帝
國
主
義 

，が
H

本
で
特
殊
具
體
的
に
打
ち
出
し
た
机
奪
の
機
式
と
し
て
認
識
さ
れn

V

 

こ
と
は
亂
述
の
通
り
で
，あ
.る
。
し
か
.し

一

方「

絕
對
主
義
的
土
地
所
有」

，
 

と
七
て
理
解
せ
ら
れ
て
い
•た
，山
林
を
.そ
の
物
質
的
基
盤
と
す
る
國
家
機
關 

と
し
.て
#

在
し
て
い
た
絕
對
主
義
官
僚
組
織
の
殘
存
に
よ
っ
て
、
又
そ
の 

系
統
粗
徽
の
末
端
と
し
て
維
持
3

れ
て
い
'る
部
落
秧
序
に
よ
っ
て
、
最
力 

’限
利
潤
通
求
が
實
现
せ
ら
れ
る
と
す
る
と
こ
ろ
に
地
主
制=

4
-

封
建
性
が 

殘
存
す
る
、

と
.い
うこ

と
に
な
る
。
こ

cIC
K

.の

.見
解
の
折
攻
的
と
呼
ば 

れ
る
所
以
が
あ
る
。

■ 

•■
■■
.

.

寄
坐
地
主
存
續
の
限
界
を
耕
地
，五
町
步
に
灰
め
ら
れ
る
氏
の
立
論
か
ら 

す
れ
：ば
、一

町
步
地
主
は
土
池
所

有

者

的
性
格
と
細
営
者
的
性
格
と
の

ニ

;書
評
及
び
.
.紹

介

：
.
.
レ

m

性
格
を
具
え
る
自
作
農
に
還
元
せ
ら
れ
る
。

こ
と
で
は
改
革
後
の
部
落 

秩
序
の
變
.化
と
、
底
流
を
な
す
半
封
建
性
が
實
は
山
林
を
背
景
と
し
て
地 

.主
的
土
地
所
有
た
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
一
町
步
保
有
地
.5
:

®
盤
と
'し
て
い 

る
事
實
を
ど
う
解
釋
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
又
統
訃
赘
料
K

茈
づ
く
平
場 

農
村
ネ
山
村
、
敗
域
別
、
耕
種
別
に
よ
る
異
質
性
の
考
察
な
し
に
と
ら
れ 

る
シ
ユ
ー
マ
化
は
餘
P

に
も
.r

雨
的
理
解
を
强
制
す
る
こ
と
に
な
る
の
で 

.

は
な
か
ろ
.う
か
。

.

' 

、

半
封
建
的
土
地
所
有
と
い
う
物
質
的
基
盤
を
失
つ
た
絕
對
主
義
的
官
僚 

機
構
と
部
落
轶
序
と
を
支
配
機
權
と
す
る
獨
占
資
本
の
農
村
收
奪
と
い
う 

理
解
に
は
問
®

が
殘
さ
れ
て
い
る
よ
う
.に
考
え
ら
れ
る
め
で
あ
る
。

(

三
：
.
. 

六
版
ニ
九
八
頁
、
東
京
大
學
出
版
會
、

T

九
五
四
年
二
月
ニ
八
日
、

一
四 

0

8

 

• 

(

平
野
絢
子)

ハ 

'丨
パ

ー
卜

，.

•
フ
ラ
ン
ケ
ル

r

未
K

發
社
會
へ
.
の
經
濟
的
接
衝
—

國
際
投

.

資

と

社

會

變

化

に

關

す

る

議

論

文

』

' 

.

•

,
 

.

、

，F
r
a
n
k
e
l
,

 s. 

H
e
r
b
e
r
t

 

;Ha
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o
n
o
m
i
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m
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a
c
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.' 

o
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U
n
d
e
i
>
d
e
v
e
l
o
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e
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societies

丨
—

E
s
s
a
y
s

 

o
n

 I
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t
e
r
n
a
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i
o
n
a
l

 

I
n
v
e
s
t
m
e
n
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a
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Social 

Q
h
a
n
g
e
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O
x
f
o
r
d
'
1953, pp. 

179.

こ
の
本
は
、
' 
ォ
ッ
ス
フ
ォ
ー
ド
大
學
の
植
禺
地
触
濟
問
題
の
敎
授
、

ハ
.丨
パ
ー

ト
•

フ
ラ
ン
ケ
ル
.の

論

.
文

集

で

あ

5,
。
諸
論
文
を
通
じ
て
の
莪 

本
的
經
濟
問
題
は
、
著
卷
の
序
文
に
記
さ
れ
て
い
る
i

5

K
、
近
代
的
庫 

業
'ョ
義
の
機
能
的
諸
カ
と
、.
.世
界
の
.す
べ
.て
ひ
人
.々

に
よ
つ
て
製
求
さ
れ 

.て
い
る
生
活
水
準
9

%
加
を
庳
出
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
社
會
粗
織
の

賭 

形
態
に
よ
つ
て
友
配
さ
れ
て
.い
る
社
#

の
、
：̂

速
に
解
體
し
つ
つ
あ
る

^

七

(

八
五
九)

|
m

'r4
it-

P
1
I
卜:

A

替
m

を

：

r!


